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常任委員会報告もっと知
りたい

ちっごの
課題

提出さ
れた議

案を

くわし
く審査

！

委
員
会
で
は
、
８
議
案
に

つ
い
て
審
査
、
全
員
賛
成
に

て
原
案
可
決
。

非
常
勤
職
員

育
児
休
業
等
取
得
可
能
へ

主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
４
月
に
改
正

施
行
さ
れ
た
「
地
方
公
務
員

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

２
件
、
補
正
予
算
５
件
、
規

約
変
更
１
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
っ
た
。

川
と
水
を
守
る
運
動

汚
泥
処
理
用
地
購
入
へ

一
般
会
計
補
正
予
算
の
中

で
、
川
と
水
を
守
る
運
動
推

進
に
要
す
る
経
費
は
、従
来
、

汚
泥
処
理
に
企
業
所
有
地
を

一
時
借
用
し
て
き
た
が
、
所

委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

３
件
、
市
道
認
定
１
件
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
員
賛
成
に

て
可
決
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

新
規
就
農
を
支
援

主
な
も
の
と
し
て
、
青
年

就
農
給
付
金
が
あ
る
。
こ
れ

は
本
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
た

も
の
で
、
研
修
期
間
中
給
付

を
受
け
る
準
備
型
と
、
就
農

後
に
給
付
を
受
け
る
経
営
開

始
型
に
分
か
れ
て
い
る
。

委
員
よ
り
「
就
農
し
な
い

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
」
と

の
質
問
に
「
市
の
上
乗
せ
分

30
万
円
を
返
還
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
る
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
ま
た
「
国
庫
金
対

象
外
と
な
っ
た
２
名
の
理
由

は
」
と
の
質
問
に
「
過
去
に

研
修
生
と
受
入
先
と
の
間
に

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
非
常
勤
職

員
の
育
児
休
業
等
の
取
得
に

つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
、

一
定
の
条
件
が
整
え
ば
取
得

可
能
に
な
っ
た
も
の
。　

委
員
か
ら
「
育
児
休
暇
取

得
で
、
欠
員
と
な
る
部
分
は

ど
う
補
完
し
て
い
く
の
か
」

と
の
質
問
に
「
非
常
勤
職
員

等
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
」。

ま
た
「
取
得
し
や
す
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

に
「
遠
慮
が
お
こ
ら
な
い
よ

う
に
運
営
し
た
い
」
と
答
弁

が
あ
っ
た
。

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

有
者
に
売
却
の
意
思
が
あ

り
、
汚
泥
処
理
と
進
入
路
を

設
置
す
る
た
め
の
土
地
買
収

に
要
す
る
経
費
。

委
員
よ
り
「
買
収
価
格
は

高
過
ぎ
な
い
か
」「
進
入
路

は
購
入
す
る
地
権
者
も
使
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
」

と
の
質
問
に
「
こ
の
土
地
は

北
部
第
二
土
地
改
良
区
が
、

非
農
用
地
設
定
を
し
、
保
有

者
に
売
却
し
た
。
今
後
不
動

産
鑑
定
士
の
鑑
定
結
果
を
踏

ま
え
交
渉
し
て
い
く
」「
今

回
購
入
す
る
土
地
は
、
フ
ェ

ン
ス
で
完
全
に
分
離
す
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案

可
決
し
た
。　

す
る
改
正
案
は
「
従
前
か
ら

の
『
職
員
は
、
全
体
の
奉
仕

者
で
あ
る
と
と
も
に
筑
後
市

民
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
』

の
自
覚
を
さ
ら
に
促
す
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
説
明
が

あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
「
他

の
団
体
は
ど
う
か
」
と
の
質

問
に
「
近
隣
に
は
こ
の
よ
う

な
も
の
は
な
い
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

災
害
時
の
的
確
な

　
情
報
提
供
が
課
題

「
災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
の
趣
旨
は
①
大
規
模
な
災

害
に
対
す
る
広
域
的
な
対
応

②
防
災
教
育
の
強
化
③
地
域

防
災
の
向
上
に
な
る
と
説
明

が
あ
り
、
委
員
か
ら
「
災
害

対
策
本
部
に
議
会
が
関
係
し

て
い
な
い
が
、
今
後
議
会
を

入
れ
、
情
報
を
的
確
に
流
す

な
ど
検
討
で
き
な
い
か
」
と

の
質
問
に
「
今
回
の
災
害
で

は
議
員
は
も
と
よ
り
市
民
へ

の
的
確
な
情
報
提
供
が
で
き

な
か
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
も
含

め
て
今
後
の
課
題
と
考
え
て

い
る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
白
に

な
っ
た
。
こ
の
た
め
緊
急
か

つ
応
急
的
に
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
事
業
の
工
事
請
負
費

２
，
１
０
０
万
円
を
計
上
す

る
も
の
。

委
員
よ
り
「
今
回
の
応
急

的
な
対
応
で
は
な
く
、
本
格

復
旧
し
た
場
合
の
費
用
は
い

く
ら
か
、
地
元
負
担
は
発
生

す
る
の
か
」と
の
質
問
に「
本

格
復
旧
に
は
５
，
０
０
０
万

円
以
上
と
聞
い
て
い
る
。
市

の
条
例
に
よ
れ
ば
地
元
負
担

金
は
20
％
発
生
す
る
」
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け

て
委
員
よ
り
「
地
元
負
担
が

重
く
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
た
い
」と
要
望
が
あ
っ
た
。

雇
用
契
約
が
あ
っ
た
者
に
つ

い
て
は
対
象
外
と
す
る
通
知

が
後
で
あ
り
、
そ
の
該
当
者

で
あ
っ
た
た
め
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

他
に
、
新
設
さ
れ
た
事
業

と
し
て
、
九
州
北
部
豪
雨
で

被
害
を
受
け
た
果
樹
や
茶
等

の
改
植
に
対
し
て
の
県
の
補

助
事
業
、
農
業
用
施
設
や
農

業
機
械
等
を
対
象
と
し
た

国
・
県
の
補
助
事
業
に
よ
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
審
査
し

た
。

「
若
菜
堰
」
緊
急
か
つ

応
急
的
に
復
旧

若
菜
堰
が
九
州
北
部
豪
雨

に
よ
り
被
災
し
、
稲
作
に
影
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誰もが働きやすい職場へ
子育て支援は急務（イメージ）

応急的に復旧される「若菜堰」

汚泥処理のための購入用地
（衛生センター西側・高江）

4月から八女市東部のごみ処理も行う
八女西部クリーンセンター

ご
み
の
処
理

八
女
市
東
部
が
加
入
へ

八
女
西
部
広
域
事
務
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
及
び
八
女
西
部
広
域
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
今
回
、旧
黒
木
町
、上
陽
町
、

矢
部
村
、
星
野
村
の
加
入
負

担
金
に
つ
い
て
）
は
委
員
よ

り
「
ご
み
の
処
理
能
力
は
あ

る
の
で
、
加
入
に
つ
い
て
は

問
題
な
い
が
、
加
入
負
担
金

が
安
す
ぎ
る
。
ど
れ
く
ら
い

協
議
し
た
の
か
。
課
長
会
で

の
内
容
は
」と
の
質
問
に「
平

成
22
年
11
月
以
降
、
処
理
能

力
の
問
題
や
加
入
負
担
金
に

つ
い
て
協
議
し
て
き
た
」
と

答
弁
、
ま
た
「
今
議
会
で
必

ず
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
」
と
の
質
問
に
「
全

構
成
団
体
の
議
決
後
、
県
の

許
可
手
続
き
が
あ
る
。
４
月

１
日
加
入
の
た
め
に
は
、
今

議
会
で
議
決
を
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
弁

が
あ
っ
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
可
決
し

た
。


